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供試材料としたサノレボウは，有明海産の種苗ーいわゆる 1年ものに相当するもの 1俵 (30kg)，及び既に現
場で1年養殖したもの(種苗は有明海産もの) いわゆる 2ij三ものに相当するもの 2俵 (60kg)を，昭和45
年5月12日大島養殖場内の 1地区(第 l図の A1) にまき，同年5月12日から翌年6月11日に至る期間中，
2 週間または 3 週間おきに採集した 1 回の採集個体数は約 90~130 個で，それらを実験室に持ち帰り，殻
長，殻幅，殻高，全重量，肉重量等を測定した.また，別に笠岡湾、で 1年養殖した大阪種(大阪湾産)と九
州種(有明海産)のものをそれぞれ採集し，上記と同じ項目について測定を行なった.
本台湾省水産試験所台南分所 * Originally， a staft of the 1'aけzanFish Culture Station， Taiwan 
Fisf!eri~s Reseαrch Jnstitute， Tainan， 1'aiwan， 
92 了雲源・笠原正五郎・中村中六 。
水温，塩素量の調査は毎採集時に採集地点のそれについて誤IJ定を行なった.底質調査は昭和46年5月18日







り， Bouin液で固定してからバラフィン切片とし， haematoxylinおよび eosmの二重染色を施し生殖巣の
組織学的観察を行なった.


























































































Fig. 1. Map showing Mogai culturing grollnd in the vicinity of Kasaoka Bay. 
x : Lost culturing grollnd 
ム:Present culturin宮 grollnd
A 1 : Experimental spot 






















2-2 養殖場の底層一粒度組成.r. L.， COD 
前記の各定点で採集した底泥のP:r支組成をピベット法によって分析しヒ結果は第2表に示す通りで，各地
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Fig. 2. Seasonal variation of ternperature and chlorinity of sea water 
in Enoshirna Mogai culturing ground. 
Table 2. Particle size of bottorn rnud in Enoshirna Mogai culturing ground. 
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笠岡湾における養殖モガイの生態に関する研究 95 。















に. A1: 4.74， A2: 3.71， A3・
























































Fig. 3. Change of shell length distribution 
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ち，殻長でみた場合の 5 月 ~11月における成長は 1 年ものではおよそ O.8cm から 3.1cm へ約 2.3cm の成
長 2年ものではおよそ 2.7cmから4.6cmへ約1.9cmの成長を示すのに対し， 12月 ~4 月の成長はそれぞ
れ3.1cmから 3.4cmへの約O.3cm，4.6cmから4.8cmへの約O.2cmの成長を示すに過ぎないことが認め





関係についてそれぞれ回帰直線を求めた結果は，第 5~7 図に示す通りである.殻長と全重量の関係は log
Y=O.30341og X+O.1909 (Y :殻長， X:全重量)で示される.また，殻長と殻高の関係は logY =0.9665 
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Fig. 8. Regression cu町ebetween shell length and total weight in 
Osaka and Kyushu seedlings of Mogai. 
Table 4. Test of signi品cancyof“slope and positional di妊erences"between individuals of 
Mogai derived from Ohsaka and Kyushu s回:dlings.
J 山山r プ凡一刊叩m…a訂叩山n巾ωi悶aI v uon I fre'f:d必om
Separate lines (51) 1 0.19175 1 433 1 0∞044 
Slope differences (Sd) 1 O.∞064 I 1 .0.00064 
Parallel li配 s (PI) 10.19239 434 I F=1.44<F'400 (5%)=3.86 
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5ingle line (5i) 10.19252 1 435 I F=0.99<F' 40 (5%)=3.86 
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Pd 1 0.00023301 1 0.0002330 
5i 1 0.22089751 436 I F=0.46<F' 40 (5%)=3.86 
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め両者について比較してみた6) その結果，殻長と全重量の関係は，大阪種のものでは logY =0.3427 log 
X+0.1551，九州種のものでは logY=0.3247 logX+0.1774 (第8図， Y:殻長， X:，全重量)で示され
た.しかし，この場合の両者の差は第4表に示したように収傾斜"C係数)， u位置"ともその有怠性は認め
られなかった.殻長と殻高の関係については，大阪種は logY=0.9332 logX+0.1347，九州種は logY= 
0.9306 log X+0.1375 (第9図， Y:殻長， X:殻高)で、示され，この場合も両者の間に有怠の差はみられ
なかった.殻長と殻幅の関係は，大阪種が logY=0.88611ogX+0.2184であり，九州、|種は logY =0. 7924 
log X+0.2649 (第10図， Y:殻長， X:殻幅)であり，これについて同様に検定した結果，両者の聞に v傾
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Fig. 9. Regression curve between shell length and shell height in 
Osaka and Kyilshti seedlings of Mogai. 
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Fig. 10. Regression curve between shell length and shell width in 











































































。 笠/il.ji1J:こお;ナる伎町Iモガ fの'/二態に|見lする研究 ?? ??
によりそのiIoj{ド変化を此ると， 2)J 1:J1から 7)J l;n空では慨して刈く (0 . :jO~0 .:3:J)， 8)J (0.29)からは9)]
ド1)(0.2:.1)まで次第にド|縦し，その後は 2)Jにでるまで徐々;こ1"1似するニとがノJ;されている.
3-2 jl W: X・
次に， lìíjlJjのぷ~ ft(間体について雌雄別にムた場合のl肥満伐の，y- ，特ιその季節的な相1%の有無につレて検
討してみた.雌MI:の判定はl企:11阪IIJ~に ' 1ミ角((!nの色(卵栄l工夫しい朱色，新 ljt，主乳 IJI~) によって行ない， I'IJÆ
".，~ゆ]の作ói(~ (6， 7 nにおける少数の小型例休を除き他は放出向休)は， ~出/ijJ: -1、ゆ]とした 目 そのあ可来年間
(45.6.9 . ~46 目 6.11 ) を通じ，雌の肥満l企の平均は 0.2898土0.0445 ， kiI:のそれは 0.2919土0.0442を示し，
I，J.j-fj'のjをは小さく， そのイi志位はみられなかった (l=0.5.12<lO.osa=1.96) しかしlI~fJPJ}IJにみた場合第
11<:1に示してあるように，Pt卵JVJに近い頃から産卵WJにかけての6刀から9)1までのJgl間は，雌のブ1が若干
，:可し、仰をぶすのに対し，jf(卵期からそれ以後のlI!jJmに刈る日刀司，1)から11月初め頃までは，般の)jが向くな






'U((~の成熟過程は，アコヤガイにi県lする，/:イ i らの郎作73iこ従い泌胞JgJ.成長lìíJJgJ.成長後)gJ. Jぷ7!Ugj，
放川JVIのb段階に分けるニとができ，各JgJの特徴もアコヤガイの場介と糸んど同係であるが，その概要は以
ドにilベる)ulりである.
1) i刷抱JUI(follicular stage) : 附では放卵を終 f した 'I'_~(i!nの状態のも IJ で. 1応胞は全く地緩状態を長
する.1，色j泡般にはめl止成は少l止のrJi，!'子卵が，認められ， それらは al1oebocylesにより次第に崩l実，吸収される
が， -)j， D削即位をなす細胞はJI巴以を約め.!:JIiJ京制胞は分化を/lfj始する(第12似IAー 1). kjl の場合はil菌胞~1，1;
は弛緩状態で.1慮j泡l位には伐(f-秤1(-が見られる (~P2凶I-3-1 ) 









4)成熟Jm(l1ature stage) :卵母細胞はi慮脆墜から滋離して不規則な多角形となり. il革J包'1'央に密集す
る.j慮胞墜には少数の卵原細砲，卵ro細胞を有する(第12凶A-4)./iJtの憾胞l在には精子が筏架する (第12
肉B-4 ). 
5 )放山JQJ(spawlng stage) : i[~胞院には大別の核の見られる成熟卵が伴'，:~~し，泌)泡1立にはなお('Yl少の卵
!京細胞及び卵1:)細胞がある(:;n12/刈A-5)./ijlの泌J凶作にl主流動状態のfi'f[が充満している(;rn2閃B-5). 
6 -2 Jif Ji/i JPI 
探日5されたサンフノレのうちから)]1 1"1の ~lilJfìで . 随.むに約20倒{小をj1!iび，それらの'J::.~((!.l~の組織切片につ
いて飢祭し. 1キ (~H~を I'.~Gの 3 段階にm別した. その針i~~は第13[刈;ふr~すようになる.放Il\JVJのが1体の山現
する加l川をJJ(:卵JUJ として珍えると牧/ìfil ì1Jにおける~，;純の作JìljJgJは 6)] から12)]までの長191/H]I乙わたるが，そ
の '1，~JVj[i 7 ) J から9)]1こ寸える 3ヶ)Jであると1千うことができる.
空た，;yp 1/刈にぶしたように‘肥満!交のJ，'i1{ド変化は7川から次第にド降して日)]本に1低(1(となり，その
後は徐々に 1 --対するが， 二の脱匁の主:i!!闘は卵および精 f の J火山Jえびその後の'Uj((!.l~の 1" 1 似.lJ!匁を1<わして
102 f主務1・笠原正五郎 ・rl'f.tペヴミ
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Fig. 12. Microscopic photographs showing each st8ge of 
development of gonads in both sexes. x 100 
A: Female， B:Male 
。








Later growth stage 
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(亡コ:Female， ~: Male ) 
Fig. 13. Seasonal variation of gonad maturity of Mogai. 
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Table 5. The rate of discharge of reproductive elements of Mogai by various stimuli. 
Table 6. The rate of discha砲eof reproductive elements of 







16.33 (Control)! 75 
w.~ ~ 
























適量を稀釈海水または濃縮海水中に加え，各塩分段階(CI8.00， 12.24， 16.63， 20.36， 24.00%0の 5段階)に
調整した.これらから1時間おきに，同塩分濃度のものについて 1ccづっ(卵の場合，約2 ， 6oo~lO， O∞個)




























The rate of fertilization of eggs and spennatozoa according 
to the time of treatment in each grade of chlorinity. 
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Chlorinity 
Fig.16. E妊ectof chlorinity uppon the survival of developing larvae 
of Mogai from fertilization to D.shaped larvae. 
段階の経過時間に伴う受精率にはかなり変異があるが何れも次第に低下し，特に Cl8∞%0および24.00%0
においては急速に低下することが認められた. また，これからみると，卵，精子は CI8.00， 12.24‘16.63、









15図に示すようになり，殻長 3-5cm の大きさのものの産卵数は概略5α)万~1 ， 000万個といえる.
1. 受精より D状ラーパに至るまでの歩留に及ぼす塩分の影響







砂泥であり，また，海水比重は1.016~1.024 (Cl 12.16~17.94%o) の範囲，特に1.018~1 ， 020位の場所が























































一一一一一 Shellwcight / Total weight 
一一一一一:Weight 01 fluid il the shell / Total weight 
5 6 month 


























































Fig. 17. Change "f rate ()f shell weight and weight ()f fluid in the shell 
to tota 1 weigh t of恥1ogai.






















これは本種の場合にも相良12)がし、うようにその放卵放精の誘発は単に pHの要因によるものでなく， NH4+ 
イオンの作用を必要とするものであるとの考え方に立って良いのであろう.
次に，これらの放卵放精反応は今回行なった塩分段階のうちでは C18.16偽及び26.00%0においては全く
みられなかったが，村地ら16)は本種の塩分抵抗に関する報告の中で 40%海水 (Cl約 7.2%0)中に開設状
態で、置いた場合，それらの血液比重が海水と平衡して減少していることを報告しており，これらからみて本
種の耐え得る海水塩分濃度はおよそ Cl8%o以上26%。以下のものであろうと思われる.












(1) 笠岡湾大島養殖場は，その水質(図 2)および!氏質調査結果(表 2，めからみてモガイ養殖に好適
な条件を備えている.
(2) 1 年間(昭和45年 5 月 ~46年 5 月)のモガイの成長は. "設長についてみると 1年ものでは約0.8cnl 







(5) 肥満度(肉重量/全重量)は，その値の低い8~12月の期間と 1~7 月の高い期間の二段階に大別さ
れた. 雌雄別にみた肥満度は，年間を通した{直で、は差はなかった (t=0.542< tα0.05= l. 96)が，概して産
卵期前は雌の方が高く，産卵期の後期およびそれ以後暫くは雄の方が高い値を示した.
(6) 笠岡湾養殖場におけるサルボウの生殖巣について，その発達過程を時期的に大別すると 1月から 4
月までは全体的に生殖細胞増殖期(生長前期，後期)に当り 5月から次第に成熟期に移る 6月から放出







なことが認められたが. NaOH. KN03の場合は無効であった. これらの反応に対する塩分条件の関係を
みたところ.Cl 14.08~24.40'!(x，においては特にその影響はみられなかったが. C18.16および 26.00'!(x， に
おいては誘発反応は阻止される.




~ 受精卵の発育に対する塩分条件は D状ラーパに達するまでの歩留りからみると Cl15'!(x， 前後が最
も適していると認められる.
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SUMMARY 
The so-called "Mogai", Anadara subcrenata (LISCHKE) (a kind of ark shell) is one of the most 
important bivalves in the Seto Inland Sea, but in recent years the area of its culturing grounds is 
gradually decreasing due to reclamation works and water pollution through the release of industrial 
wastes. This study was carried out mainly to clarify the environmental conditions of Mogai culturing 
grounds in Kasaoka Bay, Okayarna Prefecture; the growth of Mogai as well as the maturation of 
gonad; the artificial inducing of spawning and the effect of chlorinity upon the fertilization and the 
early development. The results obtained are as follows: 
(1) Several items on the quality of water and bottom mud are shown in Fig. 2 and Table 2 & 3, 
signifying the fittness of the ground as to the culturing of this species. 
(2) The growth of shell length in one year period from May 1970 on was from 0.8 ern to 3.4 ern 
and from 2. 7 ern to 4.8 ern in the one year old and two years old classes respectively. 
(3) The relations between shell length and total weight, shell height and also shell width which 
were calculated on the data obtained in 2,300 of cultured individuals are shown in Fig. 5, 6 and 7 
respectively. 
(4) The shell width of Mogai derived from Kyushu was smaller than that from Osaka at the same 
size, particularly in their young stage. 
(5) The seasonal variation in fatness can be divided roughly into two periods, namely one from 
August to December when its evaluation is considerably low, and another from January to July. The 
difference of the evaluation of fatness between both sexes was not recognized. 
(6) Microscopic photographs of gonads of both sexes in each stages of development are shown in 
Fig. 12. 
(7) The spawning season seemed to happen from June to December. In the examined district, it 
was especially flourishing from July to September. 
(8) The biological minimum of this clam was about L 5 ern in shell length and L 0 g in weight m 
both sexes. Sex ratio observed in spawning season was 1 : 1. 
(9) The discharge of sexual products of this species was effectively induced by treatments of raising 
the water temperature, immersion in sperm suspended sea water (only to egg discharge) or suitable con-
centration of ammoniated sea water, but treatment by NaOH and KOH was not effective. 
In regard to the influence of chlorinity upon the discharge of sexual elements, no particular effect 
was observed in the range of Cl 14.08%o to 24.40q&,. However, discharge reactions were obstructed in 
chlorinity of 8.16%o and 26.0q&,. 
(H} Mogai of 3-5 ern in shell length discharged about five to ten millions eggs, the average diameter 
being 51.38±3.7S,u. 
(I~ On the treatment of unfertilized eggs in water of different grades of chlorinity, the eggs were 
safely kept the longest period (13 hours at 22°C) in chlorinity of about 16.6q&,. 
~ It was recognized that about 15%o of chlorinity suits best the development of fertilized eggs of 
this species as can be judged by the survival rate up to the D-shaped larvae. 
